
は じ め に

情報処理センター所長 松 戸 武 彦

IT革 命 と言 う文字 が、 ち また を疾風 の ご と くめ ぐってい る。 内容 は必 ず しも定 かで な

いが、 とにか く多 くの人 々の関心 を惹 くこ とら しい。 ブ ーム とい う ものがお おか たそ うで

あ る ように、 この言葉 も内容 の吟味 よ りもその 「華 や か さ」 が先行 してい る クチ なの だろ

う。 しか し、奈 良大学 の情報 処理 セ ンター は この よ うな 「浮 つ いた風 潮」 に戦 い を挑 まな

け ればな らない。い ま、確 か に私 た ちの生活 はプ リ ミテ ィヴ な意味 でIT無 しには成 り立

た ない ようにな って い る。 な らば、 大学 に籍 を置 くもの な らば、 その構造 を読 み解 く力 を

つ けなけれ ばな らない こ とは明 らかで あ る。 そ の意 味 で、社 会学部 と文 学部 とい う文系 の

学 部か らな る大学 の情 報処理 セ ンターの使 命 の一 つ に、 コ ンピュー タ を中心 とす る情 報処

理機 器 を 日常生活 の 中で使 い こな し、 日常生 活 を よ り豊 か に させ る道具 と して接 す る力 を

付 けて い く点 にあ るこ とは まちが い ない。

私 が大学 に入学 して コ ンピュー タなる もの に接 し始 めて か ら30年 にな る。 当時 は カー ド

を読 み とる方式 で何十枚 とい うカー ドを使 い、 プ ログ ラムを書 き、 コ ンマ0つ の 間違 い で

1週 間の努 力が水 泡 に帰 す時代 であ った。 それか らす れ ば、 ク リック、 ク リックですいす

い と目的 を達成 して いけ る 「今」 とい う時代 と技術 に感 謝 したい 。社 会調 査実 習 の授 業 で

い とも簡単 に複雑 な表 の張 り付 け を学生 達が こな して い るの を見 る と後発 ユ ーザ ーの利 を

まざま ざと知 らされ る思 いに とらわれ る。私 の惨 め な初 期 コン ピュー タライ フに比べ て本

当 に うらや ま しいの だ。

しか し、 同時 に情報 処理 は処理技 術 と ともにその内容 が問 われ てい る こ とも確 かであ る。

コ ンテ ンツのつ ま らない サ イ トは た ち まち見 捨 て られ るの だ。 そ の意味 で情報 処 理 セ ン

ター もお もしろい コ ンテ ンツの発信 基地 にな らなけれ ば な らない。 こ こで 「お も しろい」

とはいろい ろな意味 内容 を含 んで よい。

こ う した文脈 か ら、今年 とて もうれ しい ニ ースが あ った。 本学有 志 が運営 す る 「奈 良発

研 究 の森 、Q&A」 とい うイ ンパ ク(イ ンタ.__._ネッ ト博 覧会)参 加 サ イ トが 、 月間編集長

賞 をいただ いた こ とであ る。そ して 、 なに よ りも誇 れ るのは、 いた だい たす ば ら しい表彰

状 だけで な く、本学 がお も しろい コ ンテ ンツを発信 しえた とい う点で あ る。 す で に、 この

サ イ トを通 じて全 く存 じ上 げ なか った方 々 との交 流 もは じまってい る と聞 く。奈 良大学 に

とってか けが いの ない宝 に なってい く予感 がす る出来 事 であ る。


